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1　　ま　え　か　き

「むつはまれ」は青森県における中生種地帯で「アキヒ

カリ」に大きく偏った作付を是正し，気象災害からの危険

分散や消費市場における青森県産米の食味向上をはかるた

め，昭和61年に青森県の奨励品種に採用された。

本品種は良質多収で，食味が「アキヒカリ」より優る品

種である。その他の特性についても「アキヒカリ」並か，

優る特性を備えているものの，栽培上「アキヒカリ」とは

異なる特性を有するので，その概要を報告する。

2　　育成経過

「むつはまれ」は，昭和49年に青森県農業試験場藤坂支

場において，「トドロキワセ」と「ふ系104号」の雑種第

1代を母とし，「藤329」を父として人工交配を行った雑

喪1　一般特性一覧

種の後代から育成されたものである。「トドロキワセ」は，

いもち病抵抗性の強い良質多収品種である。「アキヒカリ

（ふ系104号）」は，良質，強梓多収品種である。父親の

「藤329」は「アキヒカリ」と同じ組合せの後代系統で，

強梓で草姿，稔実が良い系統である。雑種第1－3代まで

は藤坂支場で集団栽培を行い，昭和52年青森県農業試験場

において，雑種第4世代で個休選抜を行い，以後系統栽培

により選抜固定をはかってきた。

昭和54年以降は生産力検定試験，特性検定試験に供試し，

昭和55年以降は「青系89号」の系統名を付して，奨励品種

決定基本調査に供試してきた。翌56年以降は，現地調査に

供試して地域適応性を検討してきた。

昭和61年は雑種第13代である。なお本品種は，昭和61年

11月21日付けで種苗法に基づき品種登録された（登録番号

1206号）。

品 種 名 揮 己 粒着
密度

脱 粒
難易

玄　 米 耐　 病　 虫　 性 穂 発
芽 性

耐 倒
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細 大 剛 柔 多 小 長 短 大 小 品 質 柔い もち 穂い もち カラバ ェ
むつ は まれ や や 太 剛 稀 極短 密 難 やや少 上 下 や や強 やや 強 や や弱 難 強 やや 強
ア キ ヒカ リ や や 太 剛 極 少 短 密 難 やや少 上 下 や や 強 やや 強 弱 難 裁 中

3　特性の概要

育成地における「むつはまれ」の一般的特性はおよそ次

のとおりである。

苗型は「アキヒカリ」に類似し，彙幅はやや狭く，葉齢

は確保しにくい。苗の風乾重も「アキヒカリ」より劣る

（表2）。本田の分げっは「アキヒカリ」よりやや少なく，

生育中期の草丈は「アキヒカリ」に比べやや長く，多肥条

件で伸長しやすい。葉色は「アキヒカリ」より淡く，特に

幼穂形成期頃の葉色は「アキヒカリ」との差が顕著である

（表3）。

出葉速度は「アキヒカリ」よりやや遅く，最終菓齢は少

ない（表4）。菓身は「アキヒカリ」より長く，止葉は直

立し．穂揃後の草状は良い。出穂後の下葉枯れは「アキヒ

カリ」よりやや早い。成熟期の梓長は「アキヒカリ」並か

やや長く，穂長は「アキヒカリ」より短い。稔数は「アキ

表2　移植時の苗の生育調査　　　　　（黒石）

むつ はまれ

項

アキヒカリ

草丈 秦齢 風 乾 垂 草丈 棄齢

（の ） （彙 ） （タ／100本）（ク托） （彙 ）

15．1 3．3 2．25 16．6 3．4

17．6 3．4 2．23 15．6 3．6

16．3 3．2 2．23 17．5 3．3

14．3 3．＄ 2．20 15．1 3．9

18．1 3．2 2．49 16．5 3．5
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注．40個体調査。

蓑3　葉色値と茎葉窒素含有率
との関係 （昭和60年

認 7 月　6　日 7 月 15 日
（穂首 分化 期 ） （幼穂形成期 ）

N ％ ダ叫－”一夕」ミノノl〃 N ％ グリーン′づ」ミノルタ
むつはまれ 2．86 1．38 3 5．5 2．13 1．18 34．4
アキヒカリ 2．96 1．36 37．7 2．朋 1．26 36 6
注．基肥窒素量　 8 ㌢／d
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ヒカリ」並かやや少なく，草型は偏穂重型に属する。

出穂期は「アキヒカリ」並か半日程度早く，成熟期は同

程度で，育成地では中生の早に属する（表5）。

籾数の確保は「アキヒカリ」同様容易で登熟も良い（図

1）。

みかけの品質は「アキヒカリ」並であるが，多肥条件で

は年次によって劣る（表7）。

その他の特性については表1に示すとおりである。

表4　葉齢の推移（葉）　　　　　　　（黒石）
　 月 ・日

品 種 名

6　 月 7　 月 最 終

章 齢10　日 2 0 日 3 0 日 10 日 2 0 日

む つ は ま れ 5．6 7．0 8．4 9 ．6 10．8 1 2．4

ア キ ヒ カ リ 5．8 7．3 8．8 10．2 1 1．4 13．3

注．昭和56－60年の平均値

表5　生育及び収量調査成績

アキヒカリ

に＝ミミ
0．8　　　1．1　　　1．4

施　肥　量（Nゆ／β）

図1施肥量と籾数及び登熟歩合
（昭和57年，黒石）

1．7

施 肥
品 種 名

出 穂 期 成 熟 期 梓　 長 穂　 長 穂　 数 精 玄 米 重 同 左 比 率 玄 米 千 拉 垂
区 分 （月 月 ） （月 ．日 ） （c m ） （竹乙） （本 ／ポ ） （ 毎 ／ β ） （ ％ ） （ タ ）

標 準 区
む つ は な み 8 ．1 0 9 ．2 7 7 8 1 7 ．1 4 2 9 6 4 ．7 1 0 1 2 2 ．3

ア キ ヒ カ リ 8 ．1 0 9 ．2 7 7 7 1 7 ．7 4 4 0 6 4 ．3 （1 0 0 ） 2 2 ，3

多 肥 区
む つ は な み 8 ．1 0 9 ．3 0 8 2 1 7 ．6 4 6 6 6 5 ．3 1 0 1 2 1．9

ア キ ヒ カ リ 8 ．1 0 9 ．3 0 8 0 1 7 ．8 4 7 9 6 4 ．9 （1 0 0 ） 2 1 ．9

深 追 区
む つ は な み 8 ． 8 9 ．2 6 7 7 1 8 ．2 3 9 8 6 5 ．3 1 0 0 2 2 ．4

ア キ ヒ カ リ 8 ． 9 9 ．2 5 7 6 1 8 ．3 4 1 7 6 4 ．8 （1 0 0 ） 2 2 ．3

注．昭和56－60年の平均値
窒素量（ゆノね）標肥区0．9＋0．2（蓑追）多肥区1．2＋0．3（表追）深追区0．5＋0．6（深追）

轟7　検査等級別試験地数
4　　　収　量　性

黒石における収量調査結果を表5に示した。「むつはま

れ」の収量は「アキヒカリ」と同程度であり，奨励品種決

定基本調査，現地調査5カ年の成績をアキヒカリ対比の指

数でみると，「むつはまれ」の収量は「アキヒカリ」より

やや高い（表6）。以上のことから「むつはまれ」は中生

種として，「アキヒカリ」並に安定した高い収量性をもつ

と推察される。

黄＄　指数（アキヒカリ対比）の階級別試験地数

諒 讐
90以下 90 ～ 96 － 101 － 106 － 111以上

95 100 105 110

玄米収量 1 6 22 20 12 3

穂　　 数 11 11 21 8 9 3

注．試験年次5か年（昭和56－60年）と県内13試験地を
こみにしている。

1　等 2　 等

上 中 下 上 中 下 上 ■■

17 17 10 5

15 2 2 7 7

6 1 1

7 1 1

下

注．試験年次5か年（昭和56～60年）と県内13試験地を
こみにしている。

5　　　　ま　と　め

「むつはまれ」は籾数の確保が容易で豊熟が良いことか

ら，「アキヒカリ」同様高い収量性を示す。しかし，「ア

キヒカリ」に比較して穂数確保がしにくいので，実際の栽

培にあたっては，健苗の育成，初期生育の促進による有効

茎の早期確保で，穂数の確保に努めることが必要である。
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